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No.105 2012・9・25

発見！ 地域お宝自慢

◆関連イベント

ギャラリートーク〈無料〉

日　時 10月8日（月・祝）
午前10時30分～（1時間程度）

会　場 特別展示室

担　当 当館学芸員
※事前申込不要

◇会　　期 10月1日（月）～21日（日）
会期中無休

◇主　　催 兼六園周辺文化の森
活性化推進実行委員会

◇会　　場 特別展示室

◇開館時間 午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）

◇観 覧 料 無料
※当館常設展示室をあわせて
ご覧になる場合は入館料が必要

色絵鳳凰図手炉（吉田屋窯）江戸 19世紀　石川県九谷焼美術館所蔵

兼六園周辺文化の森ミュージアムウィーク2012

発見！ 地域お宝自慢特別
企画展

再興九谷の名窯、吉田屋窯（1824～31）の手炉である。
冬季に手などを暖めるためのいわゆる火鉢で、蓋と身に分か
れ、胴に手慣れた筆致で華麗に鳳凰を意匠する優品である。
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兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
企
画
展 

発
見
！ 

地
域
お
宝
自
慢�

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
活
性
化
推
進
実
行
委
員
会
（
事
務

局：

石
川
県
文
化
振
興
課
内
）
で
は
、
兼
六
園
周
辺
の
文
化

施
設
が
連
携
し
て
賑
わ
い
創
出
を
図
る
た
め
、
平
成
十
八
年

か
ら
毎
年
十
月
に
「
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ウ
ィ
ー
ク
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
十
月
一
日
か
ら

八
日
ま
で
の
八
日
間
で
、
展
覧
会
や
伝
統
芸
能
の
公
演
、
講

演
会
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
多
彩
な
催
し
を
行

い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
は
県
立
歴
史
博
物
館
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
企
画
展
「
発
見
！
地
域
お
宝
自
慢
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
石
川
県
に
は
能
登
か
ら
加
賀
ま
で
、
特
色
豊
か

な
美
術
館
・
博
物
館
等
が
多
数
あ
り
、
独
自
の
歴
史
・
文
化

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
各
地
域
に
根
付
く
石

川
の
多
彩
な
文
化
を
広
く
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

各
館
の
〝
お
宝
〞
と
い
う
べ
き
各
地
の
歴
史
と
文
化
を
物
語

る
幅
広
い
品
々
を
一
堂
に
集
め
て
公
開
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
代
の
遺
跡
出
土
品
を
は
じ
め
、
本
県
を
代
表
す
る
伝
統

工
芸
「
輪
島
塗
」「
九
谷
焼
」
の
名
品
、
本
県
ゆ
か
り
の

方
々
の
素
晴
ら
し
い
作
品
な
ど
、
時
代
も
分
野
も
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
三
十
余
点
を
展
示
。
い
ず
れ
も
ご
出
品
に
協

力
い
た
だ
い
た
各
館
の
個
性
が
伝
わ
る
名
品
ぞ
ろ
い
で
す
。

特
に
、「
日
本
最
古
の
お
に
ぎ
り
?!
」
と
話
題
を
呼
ん
だ
、

中
能
登
町
の
杉
谷
チ
ャ
ノ
バ
タ
ケ
遺
跡
出
土
品
「
チ
マ
キ
状

炭
化
米
塊
」
は
、
普
段
は
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
も

の
な
の
で
、
こ
の
機
会
を
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
！

今
回
ご
紹
介
す
る
作
品
や
資
料
は
、
各
館
の
ほ
ん
の
一
部

で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
各
地
域
の
持
つ
新
た
な
魅
力
を
発
見

し
て
、
ぜ
ひ
県
内
各
地
の
美
術
館
・
博
物
館
等
を
訪
れ
て
、

石
川
の
歴
史
・
文
化
の
奥
深
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
活
性
化
推
進
実
行
委
員
会
）

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
本
多
の
森
公
園
で
の
催
し
】

◇
本
多
の
森
せ
せ
ら
ぎ
公
演

十
月
七
日
（
日
）

①
十
二
時
二
十
分
〜

②
十
五
時
二
十
分
〜

十
月
八
日
（
月
・
祝
）
①
十
二
時
二
十
分
〜

②
十
四
時
三
十
分
〜

県
内
各
地
の
民
俗
芸
能
が
屋
外
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
！

◇
文
化
の
森
カ
フ
ェ

十
月
六
日
（
土
）、
七
日
（
日
）、
八
日
（
月
・
祝
）

各
日
十
一
時
〜
十
六
時

週
末
限
定
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
、
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
（
全
二
回
・
各
回
約
二
十
分
・
無
料
）

十
月
二
日
（
火
）

①
十
一
時
三
十
分
〜
　
会
場：

歴
史
博
物
館

②
十
三
時
〜
　
会
場：

石
川
県
立
伝
統
産
業
工
芸
館

出
演
者：

上う
え

田だ

智と
も

子こ

（
ハ
ー
プ
）

加賀郡F示札（複製品）
石川県埋蔵文化財センター所蔵

籃胎漆器　中屋サワ遺跡出土
金沢市指定文化財

金沢市埋蔵文化財センター所蔵

砂張銅鑼（初代魚住為楽 作）
小松市指定文化財

小松市立博物館所蔵

遺墨　軸「無」（西田幾多郎 書）
かほく市指定文化財

石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵

色絵山水亀図馬盥形水盤
（九谷庄三 作）

能美市九谷焼資料館所蔵

昔話沈金九つ組杯・杯台
（小西茂助 作）

石川県輪島漆芸美術館所蔵

恐竜化石（複製品）
アルバロフォサウルス・ヤマグチオロウム

白山市白峰化石調査センター所蔵

白木の軍配
羽咋市歴史民俗資料館

志野草花文向附（池田コレクション）
石川県七尾美術館所蔵

深鉢形土器　御経塚遺跡出土
国指定重要文化財

野々市市ふるさと歴史館所蔵

杜の幻想（原峯水 作）
白山市立松任博物館 所蔵
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所蔵施設 種類 作品・資料名
石川県輪島漆芸美術館 工芸品（輪島塗） 昔話沈金九つ組杯・杯台（小西茂助 作）

〃 工芸品（輪島塗） 瑞鳥蒔絵菓子器（飯田善七 作）

石川県七尾美術館 工芸品（美濃焼） 志野草花文向附（池田コレクション）

〃 工芸品（美濃焼） 織部暦手文向附（池田コレクション）

羽咋市歴史民俗資料館 歴史資料 明治時代の唐戸山相撲風景写真

〃 歴史資料 明治12年 唐戸山相撲大関掲額

〃 歴史資料 大関に渡される御大詔 （証書）

〃 歴史資料 白木の軍配　

〃 古文書 安政3年　唐戸山相撲類似の力競の禁令（「羽咋十
村・加藤家文書」の「安政日記 下」より）

石川県西田幾多郎記念哲学館 書 遺墨　軸「無」（西田幾多郎 書）
かほく市指定文化財

〃 書
遺墨　軸「秋色従西来蒼然満関中五陵北原上萬古青
濛々」（西田幾多郎 書）
かほく市指定文化財

石川県埋蔵文化財センター 考古資料 チマキ状炭化米塊
（中能登町杉谷チャノバタケ遺跡出土）

〃 古文書 加賀郡牓示札（複製品及び復元品）
（津幡町加茂遺跡出土）

金沢市埋蔵文化財センター 考古資料（漆製品） 籃胎漆器　中屋サワ遺跡出土　金沢市指定文化財

〃 考古資料（漆製品） 飾り弓　中屋サワ遺跡出土　金沢市指定文化財　

〃 考古資料（木製品） 樹皮細工品　中屋サワ遺跡出土　金沢市指定文化財

野々市市ふるさと歴史館 考古資料（土器） 深鉢形土器　御経塚遺跡出土　国指定重要文化財

〃 考古資料（土器） 深鉢形土器　御経塚遺跡出土　国指定重要文化財

白山市立松任博物館 工芸品（染色） 月と陰（原峯水 作）

〃 工芸品（染色） 杜の幻想（原峯水 作）

白山市白峰化石調査センター 自然史資料（化石） 恐竜化石（複製品）
アルバロフォサウルス・ヤマグチオロウム 

〃 自然史資料（化石） 恐竜化石（複製品）
加賀竜　第2標本

能美市九谷焼資料館 工芸品（九谷焼） 色絵藤に鶏図花生（沢田南久 作）

〃 工芸品（九谷焼） 花器　磁象暁の松（浅蔵五十吉 作）

〃 工芸品（九谷焼） 色絵山水亀図馬盥形水盤（九谷庄三 作）

小松市立博物館 考古資料（加賀古陶） 加賀花押文壷　軽海墳墓出土　小松市指定文化財

〃 自然史資料（化石） Tetoria endoi Kimura ＆ Sekido
（中生代植物化石）

〃 工芸品（金工） 砂張銅鑼（初代魚住為楽 作）　小松市指定文化財　

〃 絵画（日本画） 唐子琴棋書画遊芸絵襖

石川県九谷焼美術館 工芸品（九谷焼） 色絵花鳥図平鉢（古九谷）

〃 工芸品（九谷焼） 色絵鳳凰図手炉（吉田屋窯）

〃 工芸品（九谷焼） 赤絵金彩瓢形花入（塚谷竹軒 作）

〃 古文書 憩紀聞

兼六園周辺文化の森ミュージアムウィーク2012 企画展「発見！地域お宝自慢」出品資料・作品
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利
用
者
の
減
少
は
、
現
場
の
私
た
ち
に
と
っ
て
深
刻
な
問

題
で
す
。
そ
れ
は
、
開
館
以
来
す
で
に
二
十
六
年
の
歳
月
が

経
ち
、
色
あ
せ
た
展
示
や
設
備
機
器
の
老
朽
化
と
い
っ
た
問

題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
歴
博
の
新
し
い
利
用
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

が
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
石
川
県
で
は
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
を
み
す

え
た
二
〇
一
四
年
度
に
歴
史
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
、
そ
の
基
本

設
計
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ポ
イ
ン
ト
を
簡

単
に
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
第
一
は
、
各
棟
に
分
散
し
て
い
た
展
示
室
を
第
一
棟

に
集
約
し
、
利
用
者
の
便
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

一
階
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
花
的
な
展
示
手
法
を
改
め
、
加

賀
・
能
登
が
光
り
輝
い
て
い
た
時
代
や
特
色
あ
る
重
要
テ
ー

マ
を
ジ
オ
ラ
マ
や
映
像
を
使
っ
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
展
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
古
の
お
触
れ
書
き
と
し
て
話
題

と
な
っ
た
加
賀

か

が

郡ぐ
んŒ

ぼ
う

示じ

札ふ
だ

が
伝
え
る
地
域
社
会
、
真
宗
門
徒

が
原
動
力
と
な
っ
た
加
賀
一
向
一
揆
、
大
藩
の
威
光
を
う
か

が
わ
せ
る
加
賀
藩
大
名
行
列
、
さ
ら
に
は
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

祭
礼
な
ど
、
石
川
の
人
々
の
活
力
に
満
ち
た
歴
史
を
楽
し
く

体
感
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
一
棟
二
階
で
は
、
企
画
展
示
室
と
特
別
展
示
室
を
設
け

ま
す
。
企
画
展
示
室
は
、
歴
博
が
誇
る
優
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
定
期
的
に
更
新
し
な
が
ら
展
示
す
る
と
と
も
に
、
特
別

展
示
室
や
貸
館
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。
企
画
展
示
室
を

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

一，

八
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―
　

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧
　
―
芭
蕉
の
教
え
を
守
っ
た
男
―

三
〇
〇
円

肖
像
画
に
み
る
加
賀
藩
の
人
々

一，

四
〇
〇
円

K
O
S
O
D
E

百
・
華
・
繚
・
乱
　
―
丸
紅
所
蔵
衣
裳
名
品
展
―

五
〇
〇
円

春
日
懐
紙

五
〇
〇
円

本
願
寺
展

二，

三
〇
〇
円

ト
キ
舞
う
空
へ
　
―
鳥
と
人
の
文
化
史
―

一，

〇
〇
〇
円

徳
川
将
軍
家
と
加
賀
藩
　
―
姫
君
た
ち
の
輝
き
―

一，

〇
〇
〇
円

く
ら
し
＆
娯
楽
の
大
博
覧
会
　
―
昭
和
ヒ
ス
ト
リ
ー1

9
2
6

〜1
9
8
9

―

九
〇
〇
円

染
の
華
　
織
の
心
　
―
加
賀
・
能
登
の
技
と
デ
ザ
イ
ン
―

八
〇
〇
円

れ
き
は
く
所
蔵
の
指
定
文
化
財

一，

〇
〇
〇
円

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内

特
別
展
示
室
と
し
て
活
用
し
た
場
合
、
特
別
展
示
室
の
総
面

積
は
、
こ
れ
ま
で
の
約
一
・
四
倍
の
広
さ
に
な
り
、
魅
力
的

な
大
規
模
展
覧
会
の
誘
致
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
二
棟
に
無
料
ゾ

ー
ン
を
設
け
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
は
、
石
川
の
歴
史
・
文

化
の
魅
力
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ

の
販
売
、
甲
冑
な
ど
を
着
用
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
可
能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
整
備

な
ど
、
利
用
者
相
互
や
博
物
館
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
能
を
高
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
無
料
ゾ
ー
ン
で
は
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
に
複

数
の
出
入
口
を
設
け
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
中
庭
に
は
ガ

ラ
ス
張
り
の
「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
仮
称
）」
を
設
け
、
四
季

の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
博
物
館
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
の
で
き

る
憩
い
空
間
を
充
実
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
で
す
。
第
一

棟
の
展
示
棟
で
は
、
利
用
者
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
多
目
的
ト
イ

レ
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
案
内
標
示
の
多
言
語
化
も
行
い
ま

す
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
レ
ン
ガ
建
物
を
保
全
し
な
が
ら
、

出
来
る
限
り
人
に
や
さ
し
い
博
物
館
を
目
指
し
ま
す
。

現
在
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
は
実
施
設
計
の
段
階
に
あ
り

ま
す
。
職
員
一
同
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
親
し
ま
れ
る
博
物

館
を
目
指
し
て
小
さ
な
努
力
と
創
意
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
学
芸
主
幹
　
戸
澗
幹
夫
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て 
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初夏のバスツアー「上越紀行 北国街道の史跡をたずねて」

初
夏
の
日
差
し
が
眩
し
か
っ
た
六
月
二
十
六
日
、
北

国
街
道
沿
い
の
糸
魚
川
、
能
生

の

う

の
寺
社
・
史
跡
を
訪
ね

な
が
ら
、
加
賀
藩
の
参
勤
交
代
の
行
程
を
上
越
高
田
ま

で
た
ど
り
ま
し
た
。

親
鸞
ゆ
か
り
の
浄
興
寺
、
越
後
の
歴
史
を
語
っ
て
い

る
と
も
言
え
る
林
泉
寺
、
現
在
も
酒
屋
を
営
ん
で
い
る

旧
糸
魚
川
本
陣
に
酔
い
し
れ
、
能
生
白
山
神
社
で
は
白

山
信
仰
に
関
わ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
天
然
記
念
物
に

も
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
急
な
予
定
変
更
も

あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ

れ
た
三
十
九
名
の
方
々
の

ご
理
解
、
ご
協
力
で
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
も
六
月
末
か
ら
七
月
末
に
か
け
て
、
金
沢
市
立

兼
六
中
学
校
（
六
名
）、
額
中
学
校
（
六
名
）、
紫
錦
台

中
学
校
（
四
名
）
の
職
業
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
三
日

間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
中
学
生
に
と
っ
て
は

働
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
体
験
の
中
で
生
徒
た
ち
が
一
番
苦
労
し
た
の

が
、
各
校
の
先
輩
た
ち
が
こ
れ
ま
で
担
当
し
て
き
た
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
、
自
分
た
ち
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア

で
展
示
し
直
す
こ
と
で
、
み

ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
協

力
し
あ
っ
て
完
成
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
先
入
観
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
豊
か
な
発
想
に
あ

ふ
れ
た
展
示
を
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得

の
た
め
の
博
物
館
実
習
が
七

月
三
十
日
か
ら
八
月
四
日
ま

で
、
県
内
外
四
つ
の
大
学
か

ら
七
名
が
参
加
し
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
も
当
館
の
学
芸

員
が
講
師
と
な
り
、
資
料
の

取
り
扱
い
や
写
真
撮
影
、
収

蔵
庫
整
理
、展
示
方
法
な
ど
の
現
場
実
習
だ
け
で
な
く
、

博
物
館
に
関
わ
る
法
律
に
つ
い
て
の
講
義
や
博
物
館
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

初
め
の
う
ち
は
遠
慮
し
が
ち
だ
っ
た
学
生
た
ち
も

徐
々
に
う
ち
解
け
あ
い
、
実
習
の
仕
上
げ
と
も
い
え
る

展
示
実
習
で
は
協
力
し
あ
い
な
が
ら
真
摯
に
取
り
組

み
、
堅
実
な
展
示
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

夏季特別展「マンダラ－チベット・ネパールの仏たち－」

七
月
十
四
日
か
ら
五
十
一

日
間
に
わ
た
っ
た
夏
季
特
別

展
が
終
了
し
ま
し
た
。
普
段

は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い

チ
ベ
ッ
ト
や
ネ
パ
ー
ル
な
ど

の
マ
ン
ダ
ラ
に
興
味
を
持
た

れ
た
方
が
多
く
、
解
説
も
分

か
り
易
い
と
非
常
に
好
評

で
、図
録
が
会
期
中
に
完
売
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

ま
た
、
特
別
展
に
合
わ
せ
て
、
講
師
の
方
を
お
迎
え
し

て
行
わ
れ
た
二
回
の
講
演
会
と
列
品
解
説
に
も
大
勢
の

方
が
参
加
さ
れ
、
マ
ン
ダ
ラ
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
併
設
企
画
展
の
「
北
陸
の
曼
荼

羅
」
は
地
元
な
ら
で
は
の
も
の
で
味
わ
い
深
く
、
様
々

な
曼
荼
羅
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
催事日録 

行
事
日
程

行
事
日
程 

れきはくゼミナール

常設展示ワンポイント解説

（
10
〜
12
月
）

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
各
関
係
展
示
室
約
三
十
分

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル
約
一
時
間
半

◎
受
講
料
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
展
示
室
内
行
事
に
つ
き
、
入
館
料

が
必
要

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
無
料

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

10
/
5
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ

畠
山
義
総
画
像
に
つ
い
て

イ
ン
ト
解
説

（
学
芸
主
幹
　
北
春
千
代
）

10
/
20
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

東
日
本
大
震
災
と
、
そ
の
教
訓

（
学
芸
主
幹
　
本
谷
文
雄
）

11
/
2
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ

海
辺
の
絵
馬
堂

イ
ン
ト
解
説

（
普
及
課
長
　
前
田
武
輝
）

11
/
17
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

デ
ザ
イ
ン
を
ま
と
う
―
染
織
の
意
匠
―

（
学
芸
主
任
　
大
井
理
恵
）

12
/
7
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ

幕
末
の
加
賀
藩

イ
ン
ト
解
説

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

12
/
15
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

マ
ネ
キ
ン
以
前
―
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
文
化
史
―

（
学
芸
専
門
員
　
大
門
哲
）

中学生の職業体験「わく・ワーク（Work）」 学芸員をめざして～博物館学芸員実習～

常
設
展
示
室

近
世
・
近
代
の
科
学
技
術

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
の
た
め
、
九
月
十
二
日
か
ら
第
三
棟
の
第
五
〜

八
展
示
室
が
閉
室
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
う
代
替
え
と
し
て
、
第
六
展
示
室
の
「
科
学
技
術
」
展
示

を
第
四
展
示
室
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
加
賀
藩
か
ら
石
川
県
に
い
た
る
科
学
技
術
の
成
果
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
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※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識

幻
の
飴

今
年
は
ア
メ
リ
カ
が
半
世
紀
ぶ
り
の
大
旱
魃
に
み
ま
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
昔
か
ら
天
候
の
具
合
な
ど
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
飢
饉
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
人
々
は
、
そ
の

対
策
に
様
々
な
知
恵
を
絞
っ
て
き
ま
し
た
。

当
館
展
示
室
で
も
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
苦
労
の
一
端

が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
第
三

展
示
室
の
白
山
麓
民
家
の
天
井
か
ら
吊
り
下
が
っ
て
い
る

「
ヨ
ウ
ガ
イ
マ
イ
」
で
す
。
こ
の
民
家
を
開
設
（
昭
和
六
十

一
年
）
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
民
具
資
料
収
集
家
の
伊
藤
常

次
郎
氏
（
故
人
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
細
部
に

至
る
ま
で
様
々
な
目
配
り
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ヨ
ウ

ガ
イ
マ
イ
」
も
そ
の
一
つ
で
、
伊
藤
氏
の
出
身
で
あ
る
小
松

市
旧
新
丸
村
小
原
集
落
で
の
も
の
を
も
と
に
、
忠
実
に
再
現

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

か
つ
て
白
山
麓
の
集
落
で
は
、
凶
作
に
備
え
て
ヒ
エ
や
カ

マ
シ
（
シ
コ
ク

ビ
エ
）
を
、
籾

殻
を
付
け
た
ま

ま
俵
や
叺
か
ま
す
な
ど

に
詰
め
、
土
蔵

で
蓄
え
ま
し

た
。
土
蔵
の
な

い
家
で
は
、
囲

炉
裏
の
煙
が
通

る
と
こ
ろ
に
吊

り
下
げ
ま
し

た
。
煙
で
虫
害

を
、
吊
り
下
げ

で
ネ
ズ
ミ
の
害
を
防
い
で
い
た
の
で
す
。
カ
マ
シ
は
よ
く
乾

燥
さ
せ
て
お
け
ば
十
年
、
二
十
年
を
経
て
も
変
質
せ
ず
、
味

も
落
ち
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
毎
年
食
べ
残
し
た
カ

マ
シ
を
叺
に
少
し
ず
つ
追
加
し
て
い
っ
て
、
た
く
さ
ん
蓄
え

て
い
た
の
で
す
。

で
も
凶
作
さ
え
な
け
れ
ば
毎
年
増
え
て
い
っ
た
こ
の
カ
マ

シ
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
た
の
か
。
伊
藤
氏
に
よ

れ
ば
、
底
の
方
の
相
当
古
く
な
っ
た
カ
マ
シ
の
実
か
ら
、
順

番
に
飴
に
し
て
食
べ
た
そ
う
で
す
。
き
な
粉
を
混
ぜ
て
、
小

さ
く
切
っ
て
作
っ
た
飴
菓
子
は
評
判
が
よ
く
、
他
の
村
落
か

ら
も
注
文
が
く
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
か
。
ど
ん
な
風
味
の
も
の

だ
っ
た
の
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昭
和
三
十
四
年

大
日
川
ダ
ム
建
設
で
集
落
は
水
没
し
、
そ
の
技
術
も
伝
え
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
幻
の
飴
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
…
。

本
多
の
森
か
ら

夏
季
特
別
展
「
マ
ン
ダ
ラ-

チ
ベ
ッ
ト
・
ネ
パ
ー
ル
の
仏
た
ち-

」
は
盛
況

の
う
ち
に
会
期
を
終
え
ま
し
た
。
講
演
会
や
列
品
解
説
に
は
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
ま
た
併
設
企
画
展
と
し
て
開
催
し
た
「
北
陸
の
曼
荼
羅
」
も
好

評
で
し
た
。
通
常
、
特
別
展
会
期
中
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
回
答
数
が
多
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
自
由
記
述
欄
に
も
様
々
な

感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
マ
ン
ダ
ラ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

ご
来
館
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
特
別
展
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
年
度
内
に
は

「
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

館
蔵
品
中
心
の
企
画
展
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
多
く
の
方
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

10
月
〜
11
月

休
館
日
な
し

12
月
27
日（
木
）〜
31
日（
月
）

5
日
間

展
示
替
え
等
に
よ
る
休
館
日
（
10
〜
12
月
）

ヨウガイマイ（第三展示室・右上隅）

ヨウガイマイ（第三展示室）




